























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－  174  －－  174  －
序
（
佐
藤
）
義
と
し
て
、現
代
歴
史
学
に
お
け
る
「
史
料
論
」
の
盛
行
に
応
じ
て
、
古
文
書
学
を
如
何
に
再
構
築
す
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
る
。
近
年
、
研
究
の
素
材
と
な
る
「
史
料
」
そ
の
も
の
の
性
格
を
追
究
す
る
「
史
料
論
」
が
隆
盛
し
、
時
代
・
地
域
ご
と
に
実
証
的
な
個
別
研
究
が
深
化
す
る
反
面
、
そ
の
体
系
化
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
国
際
的
な
学
術
交
流
の
試
み
の
例
と
し
て
、
史
料
類
型
論
に
よ
る
日
英
比
較
を
試
み
た
鶴
島
博
和
・
春
田
直
紀
編
『
日
英
中
世
史
料
論
』（
日
本
経
済
評
論
社
、二
〇
〇
八
年
）、
史
料
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
国
文
学
研
究
資
料
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
系
編
『
中
近
世
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
多
国
間
比
較
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
何
れ
も
現
段
階
に
お
け
る
日
欧
の
個
別
研
究
の
突
き
合
わ
せ
に
軸
を
お
い
て
い
た
。
本
特
集
も
ま
た
古
文
書
学
の
現
在
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
突
き
合
わ
せ
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
四
本
の
論
考
と
コ
メ
ン
ト
か
ら
成
る
。
第
一
論
考
は
、
西
欧
初
期
中
世
史
・
古
文
書
学
を
専
門
と
す
る
菊
地
重
仁
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
）
に
よ
る
「
初
期
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
史
へ
の
「
文
書
形
式
学
的
」
ア
プ
ロ
ー
チ
―
定
型
表
現
の
形
成
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」、
第
二
論
考
は
日
本
中
世
史
を
専
門
と
す
る
佐
藤
雄
基
（
立
教
大
学
文
学
部
）
に
よ
る
「
日
本
中
世
前
期
の
文
書
様
式
と
そ
の
機
能
―
下
文
・
奉
書
の
成
立
を
中
心
に
し
て
」、
第
三
論
考
は
朝
鮮
古
文
書
学
を
専
門
と
す
る
川
西
裕
也
（
東
京
大
学
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
）
に
よ
る
「
高
麗
の
国
家
体
制
と
公
文
書
」、
第
四
論
考
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
を
専
門
と
す
る
四
日
市
康
博
（
早
稲
田
大
学
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
歴
史
文
化
研
究
所
）
に
よ
る
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=
ハ
ン
朝
公
文
書
―
イ
ル=
ハ
ン
朝
公
文
書
研
究
の
序
論
と
し
て
―
」
で
あ
る
。
日
本
史
・
西
洋
史
・
東
洋
史
（
東
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
）
か
ら
、
九
～
一
三
世
紀
（
い
わ
ゆ
る
「
中
世
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
）
の
古
文
書
を
研
究
対
象
と
す
る
四
名
の
若
手
研
究
者
の
論
考
を
集
め
た
。
最
後
に
総
括
と
し
て
、
比
較
史
的
観
点
か
ら
日
本
中
世
史
・
史
料
論
を
研
究
し
て
き
た
高
橋
一
樹
（
武
蔵
大
学
人
文
学
部
）
が
全
体
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
付
す
。
古
代
ロ
ー
マ
の
影
響
を
受
け
た
中
世
西
欧
、
中
国
の
影
響
を
う
け
た
古
代
・
中
世
日
本
、
中
国
の
文
書
様
式
の
影
響
を
受
け
続
け
た
朝
鮮
、
中
国
と
西
ア
ジ
ア
の
双
方
に
ま
た
が
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
、
本
特
集
で
は
、
古
代
と
中
世
、
東
と
西
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
空
の
広
が
り
の
な
か
で
、
古
文
書
学
と
い
う
共
通
項
を
設
け
て
比
較
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
西
洋
史
・
東
洋
史
・
日
本
史
と
い
う
伝
統
的
な
分
野
の
枠
を
こ
え
た
歴
史
学
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）
